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☆幼稚園等の経験年数に応じた研修や職務に応じた研修 

研修講座名 対 象 主な目的等 

 新規採用教員研修 

 

新規採用    
 

使命感や幅広い識見を広め、幼児理解に基づいた実践的

指導力を養う。（園外10日…宿泊2日） 

 ３年目経験者研修 在職３年目   資質向上期に向けた土台づくりを目指す。（2日） 

 ５年経験者研修 在職５～８年目 専門性を高め、実践的指導力の向上を図る。（3日） 

 中堅教諭資質向上研修 

（昨年度までの10年研） 

在職10～13年目 中核を担う教員としての資質能力の向上を図る。 

 （8日…社会体験研修2日） 

 新任幼稚園長等研修 新任幼稚園長 魅力ある園作りのための園経営力の向上を図る。（2日） 

 新任教頭・主任等研修 

 

新任教頭・主任 

 

園経営を支える実践的な組織マネジメント力の向上を図

る。（1日） 
 
☆希望者を対象にした研修講座 

（対象・・・幼稚園、こども園、保育所、学校等教員等） 
 

研修講座名 日 時 主な内容 講師等 

 幼児教育研修講座 

 

 

 

 ７月21日（金） 

9:00～16:30 
 

 

「幼児の発達を促す手作りおもちゃ」 

   おもちゃコンサルタントマスター    松本 紗光 氏 

「幼児の心を育てるパネルシアター」 

   パネルシアター創案者       古宇田 亮順 氏 

 気になる幼児の 

   保育研修講座 

 

 

 ８月７日（月） 

9:00～16:30 
 

※選択受講可 

「気になる幼児の理解と援助」 

   NPO法人anomira代表 臨床心理士   北爪 浩美 氏 

「気になる幼児の保育課題について」（小グループ事例協議） 

      特別支援教育有識者、経験者 ９名 

 これからの 

 幼児教育を考える 

 

 ８月10日（木） 

13:30～16:30 
 

「新しい幼稚園教育要領とこれからの幼児教育」 

 文部科学省初等中等局幼児教育課 調査官 河合 優子 氏 

 なお、来年度も「家庭教育充実のための地域で取り組む子育ての支援者研修会」と「夕

やけ保育研修会」は県内各地で開催します。詳細については４月にお知らせします。 
 

平成 29 年度 幼児教育センターで行う研修 

ぐんま 

幼児教育センターだより 
第２８号 

 

 是非 ご参加ください！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

平成 28年度 総合教育センター 研修員研究 

 総合教育センターでは、長期研修員研修、特別研修員研修、長期社会体験
研修を実施しています。 
平成 28 年度は特別研修員３名、長期研修員 1 名が幼児教育に関係する研

究を行いました。この研究をとおして、自らの保育・教育実践力を向上させ
たのはもちろんですが、群馬県全体の保育の質の向上や幼保小接続の推進に
も寄与してくれました。 
 概要版・報告書等は近々総合教育センターWeb ページにアップされます。 
 
 

平成 28 年度 特別研修員・長期研修員 感想  
 幼児が「自分の思いを言葉で伝え合うための教師の言葉掛け」について研究し

ました。教師が言葉掛けのタイミングを図ることで、幼児の考える時間や伝え合

う場面が増えることに気付きました。また、異校種の先生方も「話し合い」や「言語

活動」を課題としていることを知ることもできました。今後は、幼稚園修了までに、

どこまで育っていると良いのかを意識しながら、保育にあたりたいと思います。特

研は自分の保育を見つめ直すよい機会となりました。（特別研修員 我満 直子） 

 研修を通し幼児一人一人が遊びの中で何を感じ、どうしたいのか、思いを引き

出す保育の在り方を探ることができました。また、幼児期の学びが学校教育にど

うつながるのかという視点で保育を振り返ることもできました。この研修で学ん

だことを生かし、今後社会を生き抜く子どもたちに必要となる教育についての意

識も高めたいと思います。この貴重な経験を来年度以降に生かしたいと思いま

す。 （特別研修員 久保田 あゆみ） 

異校種の先生方と、検討会やビデオリフレクション等で協議する機会が多く、幼

稚園教育についても意見交換できたことは貴重な経験でした。年齢に違いがあっ

ても、教師が子どもの育ちに寄り添い、しっかりと準備して関わることの大切さを

改めて実感しました。また、クラス担任をしながら２５日間研修し、じっくりと考える

ことで、自分自身の保育を見直すことできました。この学びを来年度以降に生か

したいと思います。 （特別研修員 本間 正章） 

 保幼小の接続期に視点を当て、子どもたちの安心感を育む研究をして参りまし

た。研究を進める中で、多くの保育者や教職員の、教育への熱い思いを目の当た

りにし、その思いを生かせるよう教材作成に取り組みました。また、長期研修員と

しての一年間は、学校やそれを取り巻く地域等を俯瞰的に見つめ、考えられる貴

重な学びの時間となりました。今後は、より広い視点から子どもたちに関われるよ

う、更に研鑽を重ねていきたいと思います。 （長期研修員 關 百合香） 

 



  



 

 

 

 

4 つの教材から構成される 

小学校教職員向け『つながりガイド』 

この研究は、小１接続期の課題を踏まえ、スタート

カリキュラムの具体化を通し、児童の安心感を育む関

わりを促進することを目的としたものです。教職員の

協働体制を構築し、保幼小の円滑な連携が図られる

ことにより、児童の安心感を育む関わりの促進が認

められました。 

幼稚園、保育園等でも  

ぜひ参考にして下さい！ 

特別研修員・長期研修員の研究に関する
お問合せは幼児教育センターまで 

   
電話：０２７０－２６－９２０３    
FAX ：０２７０－２６－９２２２ 

http://www.nc.center.gsn.ed.jp/?page_id=74 

（幼児教育センターのページ） 
  http://www.nc.center.gsn.ed.jp/?page_id=192 

（教育研修員研修のページ） 

つながりハンドブック 

つながリーフレット 幼保小交流用支援シート 

教職員研修用資料 

必要な情報を掲載

した冊子 

90分間の研修用 
スライド資料 

保幼小の交流前の 
打合せで活用 

入学前の年長児の

保護者へ配付 
 


